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日本研究資料

日本研究資料を定義することは困難であるが、仮 りに日本からの書籍、逐次刊行物、新聞、オ

ンライン ・サーヴィス、美術品そして骨董品を主要な日本研究資料として数え上げることができ

る。それらはさらに情報および文化物 という二つの有力な様相に従い二つのグループに分けるこ

とができる。情報 という様相は情報 を伝達するのに日本語が関与するので、言語という様相 とし

ても表現することもできる。情報 または言語 という様相に関しては、書籍、逐次刊行物、新聞そ

してオンライン ・サーヴィスなどは情報または言語指向資料であり、そして、文化物 という様相

については、美術品、骨董品そして絵入 り本などの書籍は文化物または文化物を指向する資料 と

見なすことができる。 日本の日本文化物のヨーロッパへの流入は主にヨーロッパの 「日本趣味」

の流行に基礎 を置いていた。歴史的に見ると、これらの資料の日本からヨーロッパへの流れは、

文化物から情報'または言語指向資料中心へ と変遷 したのである。この文化物より情報 または言語

指向資料への変遷は、日欧関係の発展 と、これらの資料 をもたらした新 しい媒体の発達 に依るも

のである。多分、第一次世界大戦と第二次世界大戦の戦間期を通 じて情報または言語指向資料が

徐々に文化物 よりも顕著になったのである。 しかし、日本研究のための主要資料である日本語の

図書館のコレクションが本格的にヨーロッパで開始 されるのは第二次世界大戦以後のことであ

る。

ヨーロッパからこの会議に参加 している二名の筆者の同僚が ドイツにおける図書館資料そして

ヨーロッパにおける博物館の資料について報告するので、筆者は英国における日本研究資料、特

に主要な資料である近代 日本語図書館コレクションに焦点を当ててみたい。

英国における日本語 コレクション

英国における近代 日本語図書館 コ レクシ ョンの発展 は、英 国の大学 にお ける 日本研究 の発展 と

密接 に関係 している。大学 レベ ルでの 日本研 究 には近代 日本語図書館 コレクシ ョンが必要 である。

英国における 日本研究の発展は、第二次世界大戦後 日本研究 につ いて大学 に勧告 と補助 金 をもた

ら した三つ の報 告 に よ り次の三段 階 に分 け るこ とが で きる。そ れ らの報告 はScarbrough報 告

(1947)、H:ayter報 告(1961)そ してParker報 告(1986)と 呼 ばれ、それぞ れそれ らの報告 を

取 りまとめた委員会の議i長の名前 を報告 の頭 に冠 している。英 国の近代 日本語図書館 コレクシ ョ

ンについ ては、 日本研究の歴 史 と同 じよ うに、広 くScarbrough報 告 、Hayter報 告 、Parker報

告 の展 開に沿 い、戦後か ら記述を開始す るこ とがで きる。 さて、現在、英国 には実質的な 日本語
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コレクシ ョンを所蔵す る図書館 が五つ ある。それ らはSOAS図 書 館(ロ ン ドン大学)、 ケ ンブ リッ

ジ大学図書館 、英 国図書館(BL)東 洋 イ ン ド省 コ レクシ ョンズ、ボ ー ドリア ン日本図書館(オ ッ

クス フォー ド大学)そ してシ ェフ ィール ド大学東 アジア研究図書館である。 それ らの五つの図書

館 は規模 とサ ー ビスに よ り三つ の グループに分け るこ とがで きる。SOASと ケ ンブ リ ッジ は最

初のグループに属 し、それ らの 日本語 コ レクシ ョンは一番大 き く、両図書館共 開架式であ り、 日

本語 の書籍 は館外 に借 り出す ことが で きる。 ケ ンブ リッジ大学図書館 の場合 、約80,000冊 の 日本

語書籍 に加 えて、国立 国会 図書館で所蔵 してい る明治期刊 行物(約170,000冊)を す べ てマ イクロ ・

フィルムで所蔵 している。BLと オ ックスフ ォー ドは第二 のグループに属 し、 それ らの 日本語 コ

レクシ ョンはSOASと ケ ンブ リ ッジ に続い て大 きな コレクシ ョンで あるが、 それ らの 日本語の

書籍 は貸 し出 しす るこ とが で きない。 また、BLは 閉架式 の図書館 であ り、オ ックスフ ォー ドの

場合 も利 用者 は移動書架 によ り直接書 籍に手 を触 れる ことがで きるが、書籍 はSOASや ケ ンブ

リッジの場合の ように主題 に より配架 されてはい ない。 シェフィール ドは第三番 目の グル ープに

属す る。 シェフ ィール ドの 日本語 コ レクシ ョンは他の 四つの図書館 に比べ てその規模が小 さい。

後 で述べ るように、SOASと ケ ンブ リッジの近代 日本語 コレクシ ョンはScarbrough報 告 によ り

発達 し、B.L.と オ ックスフ ォー ドの 日本語 コ レクシ ョンは1950年 代 の後半 に始 ま り、シェフ ィー

ル ドの 日本語 コ レクシ ョンはH:ayter報 告 に よ り創 設 され た。 い くつ か の大学 がParker報 告

(1986)の 趣 旨に従い、1980年 代 に 日本研 究 を開始 した。 スターリング大学 、エ ジ ンバ ラ大学、

ニ ューカ ッスル大学、エセ ックス大学、 ウェールズ大学 などがそれに当たる。それ らの大学の 日

本語 コ レクシ ョンは今 の ところ非常 に小 さい。一般的 に言 って、 日本語 コ レクシ ョンの累積の期

間の長 さが その大 きさを表 す と考 えることがで きる。 また、実際 に英 国の近代 日本語 コ レクシ ョ

ンの大 きさはほぼ累積 期間の長 さに対応 して いる。英国の近代 日本語 コ レクシ ョンの図書館間 に

おける規模お よび古 さの川頁序 は以下 のようで あ り、蔵書規模 と蔵書 の古 さに よるグル ープ分けに

対応 して いる。 第一 グルー プ(Scarbrough報 告):SOASと ケ ンブ リッジ、第 ニ グループ:

BLと オ ックスフォー ド、第三 グループ(Hayter報 告):シ ェフ ィール ド、第四 グループ(Parker

報 告):ス タ ーリング、エジ ンバラ、ニューカ ッスル、エセ ックス、ウェールズ など。そ こで、

次 に、近代 日本語コ レクシ ョンの発展の歴 史の中の早期 の部分 、すなわち、SOASと ケ ンブ リ ッ

ジの 日本語 コ レクシ ョンが確立 された部分 を詳 しく述べてみたい。なぜ な らば、そ こが まさ しく

英国 にお ける近代 日本語コ レクシ ョンの基礎 の部分 に相当す るか らである。

戦時中接収された日本語書籍

後述するように、SOASと ケンブリッジはScarbrough報 告によりそれぞれの近代 日本語コレ

クションを発展させた。 しか しながら、Scarbrough報 告の勧告により実際に大学補助金委員会

(U.G.C.)か ら日本語書籍購入のための補助金が1949年 以降に下付 される前に、ケンブリッジ

そして多分SOASも 、Scarbrough委 員会の調査 により戦後に東洋学が急激に拡大されることを

予想 して、戦後直ちに日本語の書籍を熱心に捜 し始めた。 しか し、日本と英国の間の国交が回復

する以前には日本語書籍を直接 日本から購入するのは大変困難であった。そこで、ケンブリッジ

やSOASな どの図書館は、英国を含む日本以外の地域から日本語の書籍を入手することを考慮

した。それがなぜケンブリッジやSOASが 戦時中敵国財産として接収された 日本語書籍に注 目

N-105



したかという理由である。たとえば、ケンブリッジ大学図書館の日本語 と中国語のコレクション

の拡大発展に尽力したHaloun教 授は、1946年2月8日 付で英国外務省のC.H.Noton氏 にケン

ブリッジの日本語コレクションの状況 を説明しながら、ベルリン日本大使館の図書館について次

のような問い合わせの手紙を出している。

「私は、最近ベルリンを訪問 した 『大公報』の代表者である簫乾氏より日本大使館のすばら

しい図書館はまだそのままになっていると告げられた。大使館の建物は英国管轄地区にある。

それらの書籍をケンブリッジ大学のために入手す ることは可能でしょうか。当大学の東洋言

語学部の学部委員会は二年前に日本学科を創設す ることを勧告 し、そして近い将来 日本学の

講師が任命される予定になっている。ケンブリッジ大学図書館はおそらくこの国では一番大

きな日本語書籍のコレクシ ョンを所蔵 している。 しか しながら、特別の事情により、そのコ

レクションは購入された時の状態のままになっており、ほとんど現代の書籍が欠けている。

一方、現代の書籍を日本から直接購入することは実質的には不可能のことと思われる。明ら

かに、ベルリン日本大使館の図書館が我々の必要 としているものにぴったりであ り、また同

時に、ケンブリッジのために入手 していただければ有効な活用にもなるで しょう。」

Haloun教 授が手紙 を出している宛先人は敵国戦時出版物委員会(そ れの簡略名はEPCOM)

の議長である。EPCOMは1945年8月 に ドイツの出版物を入手するため英国情報 目的小委員会

(BIOS)に より設置された。BIOSは 連合軍の前進にともない入手できるようになった情報資

料を利用するために英国外務省内に設置 された。ケンブリッジ大学図書館評議委員会の委員でも

あるケンブリッジ大学のEllisMinns教 授 も、同じ趣旨の手紙を書き、英国外務省にベルリン日

本大使館の図書館をケンブリッジ大学図書館のために確保することが可能かどうか尋ねている。

これらのケンブリッジからの要請にもかかわらず、ベルリン日本大使館図書館の日本語資料はケ

ンブリッジのものとはならず、最終的には戦時中ヨーロッパで接収 された他の 日本語資料と共に

SOASに 送られた。多分、SOASの 特別な役割や存在が理由で、SOASが ヨーロッパなどで接

収された日本語資料の主要な受領機関になったと思われる。

では、戦時中英国で敵国財産 として接収された日本の資料ではどうであろうか。ケンブリッジ

大学図書館長であるScholfield氏 が1947年1月 にEPCOMを 通 して獲得された ドイツの資料を

選書するためHMSO(英 国政府出版局)の 倉庫 に出かけた時、日本語の書籍 も見せ られた。そ

こで、ケンブリッジ大学は日本語資料選書のためHaloun教 授 をHMSOに 派遣 した。そして、

ケンブリッジ大学図書館は日本の外務省の文書 を含む113点 の資料をHMSOよ り購入 した。 日

本の外務省の資料 というのはロンドン日本大使館で所蔵 していたものである。それらの113点 の

資料の値段はたった £10であった。ボー ドリアン図書館(オ ックスフォー ド大学)も また同じ

1947年 にロンドンの 日本大使館にあった 日本の外務省の記録 をH:MSOか ら購入 している。

HMSOの 記録によると、SOAS、 大英博物館図書館、ボードリアン図書館はそれぞれ£40、£22、

£25に相当する日本大使館の資料 を購入 し、そしてケンブリッジは£10に相当する資料 を購入 し

たのである。ケンブリッジがHMSOか ら購入 した113点 の資料は英国で接収 された日本の資料

の一部である。英国で接収 された日本の資料はしばしば旧 日本大使館の書籍として記述 されてい

るが、英国にあった他の日本の団体などの書籍 も含まれていた。それらの内のい くつかの資料、

特に英語の資料は、1952年 のサ ン・フランシスコ条約が発効する前にすでにHMSOか ら売 りに
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出されていた。1947年 に、£1,092以上の書籍の売 り上げがHMSOよ り報告 されている。多分、

売られたものの大部分は英語の資料であろう。且MSOは 旧日本大使館の書籍の30%は 日本語の

資料であると推定 している。HMSOは 、1,979点 の日本語の書籍と約2,000点 のパンフレットと

日本語のペーパー ・バ ックの書籍があると報告 している。多分、それらの日本語の書籍は、ケン

ブリッジなどが購入 したもの以外、ほとんどHMSOか らは売 られなかったのではないだろうか。

そして、多分、売れ残った日本語の資料は最終的にはヨーロッパで接収された資料 と同じように

SOASに 送 られたのであろう。

SOASの1952/53年 の年報 によると、ヨーロッパ各地の 日本大使館および領事館にあった

2,000点 以上の日本語の書籍がSOASに 寄贈 され、またSOASで 必要がないと見なした数千冊

の書籍が他の図書館に寄贈された。ケンブリッジはたった53冊 のみ寄贈図書 としてSOASか ら

受け取った。この時期になると、もうケンブリッジは接収 された 日本語書籍に興味を失ったよう

に思われる。なぜならば、後で述べるように、ケンブリッジは1949年 と1950年 にScarbrough報

告の補助金により大量の日本語書籍 を日本から直接購入することがで きたからである。ケンブ

リッジが日本語の書籍を購入するため人を日本に派遣する前には、まだケンブリッジは戦時中に

接収された日本語書籍に興味を持っていた。たとえば、ケンブリッジは1949年 にハワイ大学より

約330冊 の日本語の書籍を購入しており、それらの内の多 くの書籍が戦争中太平洋地域で接収 さ

れた 日本語の書籍であった。 ところで、戦時中などに、英国とヨーロッパで接収された8千 冊以

上の日本語の書籍がSOASの 極東学部に集められ、そこに預けられていた。多分、ケンブリッ

ジが入手することができなかった ドイツで接収された日本語書籍も後でそれらのSOASの 資料

に付け加えられたのであろう。1952年 に日本がサン ・フランシスコ条約により正式に戦時中接収

された財産を取 り戻す権利を放棄したので、SOASは それらの日本語資料を公式に認知 し、そ

の内の2,000点 をSOASの 資料として受け取 り、それらの書籍に在ロンドン日本大使館よりの寄

贈 というラベルを貼 り付けたのである。そ して、残 りの数千冊の書籍は他の図書館に寄贈 された。

多分、それでも引 き取 り手のなかった資料はSOAS出 入 りの古書店に売 られ、現在でもその古

書店の湿った地下の物置に行 くと、大使館の蔵書印などが付いた書籍を見つけることができる。

前に述べたように、1949年 以前にはSOASは たった3,000冊 の日本語の書籍を所蔵 していたにす

ぎなかった。おそらく、接収された2,000冊 余の 日本語の書籍はその3,000冊 の中には含まれてい

なかったであろう。最後に、これらの接収 された2,000冊 の日本語書籍の役割は何であったので

あろうかと考えてみたい。SOASの 図書館のリーフレットは次のようにはその役割をはっきり

と指摘 している。「1939-45年 戦争の後、ヨーロッパにあった旧日本大使館および領事館に所蔵

されていた大量の書籍が当図書館に寄贈 された。これは多分当図書館の日本語コレクションへの

最初の重要な資料の追加である。というのは、それらの資料は日本の外交政策や海外活動に関係

する多 くの機密資料 を含んでいたからである」。そこで、SOASに 納入 されたこれらの資料の役

割は、SOASに とっては機密資料を含む重要 な近代資料の最初の追加になった点であると結論

付けることができる。

Scarbrough報 告

Scarbrough卿 を議長 とす る、東洋学、ス ラブ学 、アフ リカ学についての諮問委員会 が1944年
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12月 に設定 され、その報告 は1947年 に 出版 された。Scarbrough報 告 は大 きな特別補助 金 を もた

らし、東洋学 を大 きく発展 させ た。 日本研究 はScarbrough報 告 の範囲の 中で は東洋学 の一部 、

特 にその 中の極東研 究の一部 として取 り扱 われていた。極東研究 はScarbrough報 告 で はほ とん

ど中国研究 と日本研 究 を意味 した。SOASと ケ ンブ リ ッジはそのScarbrough報 告 に よ り日本研

究 を発展 させ たのである。図書 館資料 について も、SOASと ケ ンブ リッジは、Scarbrough報 告

の結果 、大学補助金委員会 よ り中国語 と日本語の書籍購入 のためにそれぞれ £5,000と £6,000ず

つ特 別の補助 金 を受け取 った。SOASの 場 合、一 回限 りの補助金 £5,000が 中 国語 と日本語の書

籍を購 入す るための総費用£10,000の 半 分 を満たす ために支払われ た。SOAS、 ケ ンブ リッジそ

して オ ックスフ ォー ド大学 は、Scarbrough報 告 で は極 東研 究の セ ンター と見 な されて いたが 、

しか し、オ ックス フォー ドは 日本語書籍の補助 金 を一切 大学補助金委員会 よ り受 け取 らなか った。

一方、 オ ックスフォー ドは中国語の書籍のみに £8,000受 け取 った。 その 内訳 は £2,000が ボ ー ド

リア ン図書館用、£6,000が 中 国学部 図書館(現 在 の東洋研究所 図書館)用 であ る。SOASと ケ

ンブ リ ッジ用の補助金 の中国語 と 日本語書籍 の間の 内訳 は、SOASの 場 合、£4,000が 日本 に関

する 日本語 の書籍用(£2,000が 大 学=補助金委員会か らの=補助)、 そ して多分 £1,000が 中 国 に関す

る日本語書籍用である。ケ ンブ リッジの場合、約 £3,500が 日本語書籍のために費 やされた。

SOASは 、E.J.W.Simon中 国 学教授 を中国語 と 日本語の書籍購入の ため1948年 か ら1949年

にか けて中国 と日本に派遣 し、1950年 に はF.J.Daniels氏 を 日本語書籍購入 のため 日本 に派遣

した。 ケンブ リッジは、Haloun教 授 を1949年 に 中国語 と日本語の書籍購入のため 中国 と日本に

派遣 し、1950年 に はE.B.Ceadel氏 を 日本語書 籍購 入の ため 日本 に派遣 した。戦 後 にお ける

SOASと ケ ンブ リ ッジの 日本研 究の進展 に平行 す る ように、両大学の 日本語書 籍購 入 のための

派遣 もお互いに よ く似 ていた。た とえば、 日本語書 籍購 入の ため最初 に出かけたSimon教 授 と

Haloun教 授 は二人共 ドイッか らの難民 であ った。二人共 中国学 の教授 であるが、 日本語 を習得

してお り、中国研 究における 日本語書籍の重要性 をよ く認識 していた。 また、二人共図書館資料

は大変重要 である と認識 していた。Simon教 授 は実際 にベ ル リンで図書館員 を してお り、 また

Haloun教 授 はゲ ッテ ィンゲ ンで 図書館 資料 を構 築す る ことに関係 した。 この二人の中国学の教

授 に続 いて、若い 日本学者 であるF.」.Daniels氏 とE.B.Ceade1氏 が 日本語の書籍 を購入す る

ため に 日本 に派遣 された。 この二人 は英 国の大学 におけ る 日本学の最初 の世代 に当た る。F.J.

Daniels氏 は後 にSOASの 日本学の最初 の教授 にな った し、E.B.Ceadel氏 は ケ ンブ リッジの

日本学 の最初 の講 師であ る。Simon教 授 とF.J.Daniels氏 が 日本語書籍購入 のため特 別補助金

を どの よ うに使 ったか、 または正確 に何 冊の 日本語書 籍 を購 入 したか は不 明であ るが、Simon

教 授 とF.J.Daniels氏 が 極東 に出か けて購 入 して きた書籍 の規模 の大 きさはお ぼろげなが ら見

当が付 く。大学補助 金委員会 の援助 によ り購入 したお よそ20,000冊 の 中国語 と日本語の書籍が 目

録が取 られない ままにな っている と1950年 に報告 されてい る。一方、ケ ンブ リッジの場合 は、 日

本で購 入 された 日本語書籍 の詳細が わかっている。 日本語書籍購入のための補助 金 £3,500の 内 、

Haloun教 授 は1949年 に £2,500使 い 、E.B.Ceadel氏 は1950年 に £1,000使 用 した。Haloun教 授

とE.B.Ceade1氏 は 大学補助金委 員会 の特 別補助 金 を使い、合計で2,543点 、13,653冊 の書籍 を

日本 で購 入 した。SOASと ケ ンブ リ ッジが1949年 と1950年 に 派遣 した図書購 入の ミッシ ョンに

よ り、英 国におけ る近代 日本 語図書館資料 の基礎が 築か れたのであ る。SOASと ケ ンブ リッジ
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は1949年 と1950年 に日本語書籍を購入するため合わせて約 £8,500を費や した。その当時の英国

のポンドと日本の円の問の交換率は £1が1,008円 であり、その交換率によると、£8,500はおよそ

8,568,000円 に相当する。1949年 と1950年 の期間に日本の図書館が図書館資料収集のためにどれ

だけの金額を費や したか≧いうデータは簡単には入手できないが、 日本の大学図書館の一例とし

て、慶応義塾図書館が1949年 と1950年 に書籍 と雑誌の両方の収集のために費や した金額が、

5,190,912円 であることは知ることができる。これらの二年間に慶応義塾図書館が和洋の書籍と

雑誌の購入のために費やした金額の総額が、ちょうどSOASと ケンブリッジが1949年 と1950年

に日本語書籍購入のために費やした金額の60%に 相当す る。そこで、あらためて、SOASと ケ

ンブリッジが 日本語書籍購入のための ミッションに費や した補助金の金額がいかに大 きかった

か、また、そのScarbrough報 告の補助金が英国の図書館の近代日本語コレクションの確立にとっ
'て
いかに重要であったかが理解で きるのではないだろうか。
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